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長村 駿『アカショウビン』　1991 年生　画用紙・ペン・水彩絵の具　271×381mm　2018 年制作

発行日　2023年3月10日（金）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒603-8226
　　　　京都市北区紫野西舟岡町2番地
　　　　ふれあい共生館「きたアトリエ」
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編集協力　株式会社 三六六

天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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２
０
２
３
年
度
に
実
施
す
る
展
示
事
業
の
う
ち
、

現
在
決
定
し
て
い
る
の
は
以
下
の
２
つ
の
展
示
会

で
す
。
今
後
新
た
な
事
業
が
追
加
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
11
回『
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
３
』（
入
場
無
料
）

〈
会　
期
〉
２
０
２
３
年
秋
を
予
定

〈
会　
場
〉
き
た
ア
ト
リ
エ
／
京
都
市
北
区
紫
野
西

舟
岡
町
２ 

ふ
れ
あ
い
共
生
館

報　　告

展 覧 会

予　　告

展 覧 会

第
７
回
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展

＊
Ｂ
１
判
サ
イ
ズ
の
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
50
点

を
展
示
予
定

〈
会　
期
〉
２
０
２
３
年
12
月
上
旬
頃
～
２
０
２
４

年
１
月
下
旬
頃
を
予
定

〈
会　
場
〉
四
条
通
地
下
道
（
麩
屋
町
通
下
～
柳
馬

場
通
下
間
約
１
０
０
m
）

＊
前
記
以
外
の
展
示
事
業
は
未
定
で
す
。

昨年度開催の第10回天才アート展2022「オープン・スタジオ」の展示風景

現在開催中の第 6 回天才アートがやってきた !! 〜『公共空間にアートの彩り !』展

公
共
地
下
道
や
連
絡
通
路
な
ど
に
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
」
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
飾
り
、
無

機
質
に
な
り
が
ち
な
空
間
に
華
や
ぎ
を
醸
し
出
す

『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
！
』
展
。
第
１
回
目
が
、

２
０
１
８
年
の
１
月
に
京
都
駅
を
南
北
に
横
断
す

る
地
下
通
路
へ
の
展
示
で
、
今
回
は
第
６
回
目
と

な
り
ま
す
。

今
回
の
会
場
は
四
条
通
地
下
通
路
で
、
毎
回
、

30
万
人
～
50
万
人
の
市
民
や
観
光
客
な
ど
に
愉
し

ん
で
い
た
だ
き
、「
初
め
て
見
る
よ
う
な
作
品
ば

か
り
で
驚
い
た
」「
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
が
面
白
い
」

な
ど
の
反
響
と
と
も
に
、
絵
の
購
入
や
寄
付
の
申

込
に
つ
な
が
る
な
ど
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

皆
さ
ま
、
今
回
も
お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
会　
場
〉
四
条
通
地
下
通
路
の
中
央
の
柱
列

（
麩
屋
町
付
近
地
下
～
柳
馬
場
通
地
下

付
近
の
約
１
０
０
ｍ
）

〈
期　

間
〉
２
０
２
３
年
１
月
30
日
（
月
）
正
午

～
４
月
２
日
（
日
）

〈
内　

容
〉
Ｂ
１
判
サ
イ
ズ
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ

ル
50
点

〈
協　
力
〉
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

阪
急
電
鉄
株
式
会
社

〈
助　

成
〉
公
益
財
団
法
人
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域

協
力
基
金

２
０
２
３
年
度
の
展
覧
会
な
ど
の
予
定

（
２
０
２
３
年
２
月
末
現
在
）

天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
!!
～

第
６
回
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展

開
催
中

第6回天才アートがやってきた!! 〜『公共空間にアートの彩り!』展。2023年4月2日まで開催中

『
青
空
美
術
館
12
号
・
13
号
』
は
継
続
展
示
中
!!

『
14
号
・
15
号
』
は
展
示
ス
タ
ー
ト
!!

青
空
美
術
館
は
、
22
年
度
以
前
に
実
施
の
も
の

も
含
め
、
23
年
度
も
継
続
展
示
し
て
い
ま
す
。
近

く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
号　
右
京
区
西
京
極
豆
田
町　
東
大
丸
児
童
公
園
内

13
号　
伏
見
区
桃
山
福
島
大
夫
北
町
52

　　　　　
　
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校

14
号
・
15
号　
本
号
３
ペ
ー
ジ
の
記
事
参
照
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当
機
構
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
」
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
大
型
の
「
耐
候
性
パ
ネ
ル
」
を
制
作
し
、

工
事
現
場
の
仮
囲
い
や
フ
ェ
ン
ス
に
展
示
す
る

『
青
空
美
術
館
』。

工
事
現
場
の
仮
囲
い
は
、
現
場
で
働
く
職
人
さ

ん
や
周
囲
の
人
々
の
安
全
を
守
り
、
外
部
と
の
隔

離
、
盗
難
・
災
害
の
防
止
な
ど
の
役
割
が
あ
り
ま

す
が
、
や
や
も
す
れ
ば
近
隣
地
域
に
と
っ
て
「
迷

惑
」
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、殺
風
景
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
工
事
現
場

の
仮
囲
い
に
『
青
空
美
術
館
』
の
作
品
パ
ネ
ル
を

展
示
す
る
こ
と
で
、
街
な
か
に
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
出
現
し
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
周
辺
が
華
や

か
に
な
り
、
雰
囲
気
を
和
ま
せ
ま
す
。

こ
の
『
青
空
美
術
館
』
は
２
０
１
４
年
７
月
、

地
下
鉄
く
い
な
橋
駅
前
の
公
共
下
水
道
幹
線
工
事

現
場
へ
の
展
示
を
第
１
号
に
、
10
年
間
で
通
算
15

号
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
評
判
を
呼
び
、
毎
回
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
フ
ァ
ン
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
新
た
に
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
第
14

号
、
２
月
か
ら
第
15
号
を
開
設
し
展
示
し
て
い
ま

す
。
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ぜ
ひ
お
愉
し

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
従
来
『
青
空
美
術
館
』
は
公
共
建
設
工

事
の
仮
囲
い
に
展
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
第
14
号

は
初
め
て
民
間
施
設
工
事
へ
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
公
共
施
設
・
民
間
施
設
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

設
置
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

青
空
美
術
館
14
号
・
15
号 

連
続
開
設
・
展
示
中
!!

●
第
14
号

〈
場　

所
〉
京
都
生
活
協
同
組
合
二
条
駅
前
店
建

設
工
事
現
場
仮
囲
い

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
星
池
町
（
御

池
通
Ｊ
Ｒ
二
条
駅
北
） 

２
３
０
番
地

〈
期　
間
〉
２
０
２
３
年
１
月
10
日
～
同
年
10
月

〈
内　
容
〉
大
型
耐
候
性
作
品
パ
ネ
ル
30
点
を
展

示
（
１
３
０
０
×
９
０
０
ミ
リ
）

〈
展
示
協
力
〉
京
都
生
活
協
同
組
合

吉
村
建
設
工
業
株
式
会
社

JR二条駅北の御池通に面した青空美術館14号の展示風景

●
第
15
号

〈
場　
所
〉
京
都
市
立
北
総
合
支
援
学
校 

中
央
分

校
整
備
工
事
現
場

京
都
市
下
京
区
高
辻
通
油
小
路
東
南

角 

元
格
致
小
学
校
フ
ェ
ン
ス

〈
期　

間
〉
２
０
２
３
年
２
月
27
日
～
２
０
２
４

年
３
月

〈
内　

容
〉
大
型
耐
候
性
作
品
パ
ネ
ル
25
点
を
展

示
（
１
３
０
０
×
９
０
０
ミ
リ
）

〈
展
示
協
力
〉
京
都
市
教
育
委
員
会

株
式
会
社
藤
井
組

〈
助　
成
〉
株
式
会
社SCREEN

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

高辻通に面した青空美術館15号の展示風景
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

大場 多知子

影山 弘樹

大場 多知子　Oba Tachiko　1977年生
大場は、日常生活の中で見つけた「面白い、美しい、印象に残った」
と感じたこと、例えば植物、動物などをモチーフに画面に散りばめるよ
うに描き上げます。どの作品も緻密で写実的ですが、必ずその画中には
植物に昆虫や小びとが紛れていたり、彼女のちょっとした仕掛けだった
り、いたずら心だったりが隠されています。それが作品にストーリー性
を醸し出し、観る者の心をくすぐります。

『オウムとインコの仲間』
キャンバスボード、ペン、クレパス、
アクリル絵の具　363×515mm
2021年制作

『大きのこ祭』
キャンバス・えんぴつ・
アクリル絵の具
910×1,107mm
2021年制作

『朝顔II』
キャンバス・アクリル絵の具

500×600mm
2020年制作
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木下 アラン 海

木下 アラン 海　　Kinoshita Aran Rei  
2002年生
木下は、画用紙にクレパスを用いて全身を使って描きます。時には
床に大きな画用紙を広げて描くこともあります、彼が1枚の絵を描
き始めると、1箱分のクレパスが無くなるまで猛烈な勢いで描き続
けます。全身を用いて描き出されたものは、ところどころにクレパス
の破片がこびり付き、あたかも彼自身の「生命」すらも塗り込んで
いるかのような強烈な色彩とエネルギーを放ちます。

影山 弘樹　Kageyama Hiroki　1991年生
影山は、「オウムとインコ」「音楽の偉人」「家系図」「結婚式」「儀
式を行う擬人化した鳥」など、その「関係性」をテーマに好んで描
き続けています。そのモチーフはさまざまですが、どれも脈 と々受け
継がれる「類似性」や「命のつながり」を描いている点で共通して
います。
あらゆる文化や生命の種も一代で突然生まれるわけではなく、脈々
とつながれてきた「命のつながり」の中から生まれてきます。彼の
絵を目の前にしたとき、私たちはそのつながりの中で生きていること
を実感します。

『ヒヤシンスマコウとアオメキバタンとマーラーとブリテン』　
キャンバス・アクリル絵の具
3185×410mm　2019年制作

『無題』　画用紙、クレパス
390×540mm　2022年制作

『無題』　画用紙、クレパス
390×540mm　2022年制作
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●
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
繰
り
返
し

最
近
の
諒
汰
は
、
こ
だ
わ
っ
て
装
着
し
続
け
て

い
た
イ
ヤ
ー
マ
フ
を
突
然
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

理
由
は
、
お
風
呂
の
時
に
外
す
の
が
面
倒
だ
か
ら

と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
が
、
聴
覚
過
敏
の
せ
い

の
よ
う
で
す
。
自
動
車
業
界
の
言
葉
を
借
り
て
言

え
ば
、
そ
う
や
っ
て
少
し
ず
つ
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
繰
り
返
し
て
今
の
諒
汰
君
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
、
私
は
諒
汰
が
幼
児
の
頃
に
は
、
朝
起

き
た
ら
劇
的
に
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
普

通
の
諒
汰
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
と
よ
く
考
え
た

も
の
で
す
。
私
の
望
ん
だ
普
通
と
い
う
の
は
、
幼

稚
園
の
お
遊
戯
の
輪
の
中
に
違
和
感
な
く
溶
け
込

ん
で
、
皆
と
同
じ
よ
う
に
踊
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
時
に
運
動
会
で
は「
う
ち
の
子
や
と
思
っ

て
見
て
い
た
ら
、
全
然
違
う
子
見
て
た
わ
」
と
屈

託
な
く
笑
え
る
こ
と
で
す
。

あ
の
頃
一
人
だ
け
、
地
面
の
砂
に
大
好
き
な
数

字
を
書
き
続
け
て
い
た
諒
汰
は
、
そ
の
後
に
、
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い

が
あ
り
、
私
は
今
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
数
字
と
色
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

諒
汰
の
興
味
は
数
字
と
色
と
そ
の
時
々
で
変
わ

り
ま
す
が
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
好
き
で

す
。
あ
と
は
、
お
父
さ
ん
が
仕
事
で
使
用
し
た
後

の
紙
の
裏
側
が
好
き
で
す
。
お
父
さ
ん
が
仕
事
で

使
用
し
た
紙
の
裏
側
は
諒
汰
の
描
く
世
界
で
い
っ

ぱ
い
で
、
諒
汰
の
部
屋
も
そ
の
紙
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
ノ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
使
い
ま
す
が
、
お
父

さ
ん
の
紙
も
や
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
主
人

も
面
倒
く
さ
が
り

な
が
ら
も
、
諒
汰

の
た
め
に
喜
ん
で

持
っ
て
帰
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

日
々
、
飽
き
も

し
な
い
で
字
や
数

字
を
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
描
い
た
り
、
気

に
入
っ
た
絵
を
描

い
た
り
し
て
、
好

き
な
こ
と
と
い
う

よ
り
は
、
落
ち
着
く
た
め
に
描
い
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
た
く
さ
ん
描
い
て
、
描
い
た
も
の

を
い
ろ
い
ろ
な
方
に
褒
め
て
も
ら
っ
て
、
本
人
は

き
っ
と
う
れ
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
特
に
描
い

た
後
の
も
の
に
は
こ
だ
わ
る
こ
と
も
な
く
、
淡
々

と
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
描
い
た
も
の
を
忘
れ
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
大
切
に
し
て
い
る
そ
ぶ
り
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
描

く
と
い
う
時
間
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

●
自
分
の
世
界
を
マ
イ
ペ
ー
ス
に
表
現

自
分
の
好
き
な
も
の
や
、
自
分
の
頭
の
中
を
描

い
て
い
る
そ
の
時
間
が
諒
汰
に
と
っ
て
は
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
時
間
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
家
に
帰
る
ま
で
の
寄
り
道
に

行
く
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
時
間
も

含
め
て
）。

こ
れ
か
ら
の
諒
汰
も
劇
的
に
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
誰
と
比
べ
る
こ
と
も
な
い
し
、
変

わ
る
必
要
も
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス
に
自
分
の
世
界
を

描
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
充
実
し
た
時
間    

知
原 

晶
子

ご家族さま
より寄稿

電車の絵ばかり描いていた子ども時代

会報21号（2019年10月発行）の表紙を飾った作品

最近の作品：「無題」数字シリーズ

表
現
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
も
素
敵
な
機
会
を
提
供
し
て
く

だ
さ
り
、
そ
し
て
諒
汰
を
見
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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SCREEN
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま

に
原
画
レ
ン
タ
ル
の
追
加
展
示

２
０
２
２
年
12
月
、株
式
会
社SCREEN

ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま
の
本
社
６
階
フ
ロ
ア
に
当
機

構
の
作
品
８
点
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
年
８
月
に
７
階
フ
ロ
ア
に
６
点
の
作
品

を
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
の
に
続
く
も
の
で
す
。

同
社
に
は
、
す
で
に
１
階
ロ
ビ
ー
に
も
作
品
３

点
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
異
な
っ

た
作
家
の
作
品
が
並
ぶ
様
子
は
、
ま
る
で
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
よ
う
で
す
。

『
作
品
レ
ン
タ
ル
』
の
ご
案
内
　

当
機
構
は
、
２
０
１
１
年
の
活
動
開
始
以
来
、

障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
創
作
活
動
の
支
援
・
推

進
と
と
も
に
、
作
品
の
収
蔵
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
45
名
の
登
録
作
家
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

創
作
・
制
作
を
し
て
お
り
、
今
日
ま
で
に
収
蔵
点

数
は
４
６
０
０
点
余
に
達
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
作
品
テ
ー
マ
と
個
性
が
際
立
つ
作
風
と

が
相
ま
っ
て
、
観
る
人
に
「
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
の
作
品
は
初
め
て
観
た
！
」
と
大
き
な
感
動
を

呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
展
へ
の
出
展
や
美

術
雑
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
芸
術

性
を
評
価
す
る
声
も
高
ま
り
、
作
品
の
購
入
や
貸

出
が
増
え
て
い
ま
す
。
個
人
の
お
宅
や
会
社
の
ロ

ビ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
作
品
レ
ン
タ

ル
と
し
て
飾
ら
れ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
田
製
作
所
さ
ま
の

原
画
レ
ン
タ
ル
が
ス
タ
ー
ト

２
０
２
３
年
１
月
23
日
（
月
）
か
ら
、天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
絵
画
作
品
２
点
が
長
岡
京
市
に

あ
る
株
式
会
社
村
田
製
作
所
さ
ま
本
社
の
広
い
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
は
落
ち
着
い

た
グ
レ
ー
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
作
品
の

あ
る
一
角
は
花
が
咲
い
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
１
年
間
は
、
会
社
を
訪
れ
る
人
々
の
目

と
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

SCREEN ホールディングスさま本社 6 階フロアでの作品展示

レポート

トピックス

村田製作所さま本社1 階ロビーに展示された作品

レ
ン
タ
ル
な
ど
に
よ
る
収
益
に
は
著
作
料
を
含

み
、
作
家
に
還
元
す
る
こ
と
で
経
済
的
自
立
に
も

資
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

に
も
貢
献
し
ま
す
。

費
用
は
、
四
つ
切
画
用
紙
サ
イ
ズ
や
Ｆ
10
号

キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
で
年
２・
５
万
円
か
ら
と
し

て
い
ま
す
。
作
品
の
選
択
は
、『
天
才
ア
ー
ト
』

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
」
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
く
か
、「
き
た
ア
ト
リ
エ
」
で
直

接
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
作
品
の
ご
購
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も

ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
作
品
等
レ
ン
タ
ル
ご
採
用
企
業
様
な
ど
（
敬
称

略
）：（
株
）
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・

洛
和
会
音
羽
病
院
・
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
看
護
専
門
学
校
・（
株
）
村
田
製
作
所
・（
株
）

堀
場
製
作
所
（
予
定
）

（企業・法人様向け）

　　2022/7/1

企業・法⼈様へのご案内 

11．．作作品品ののササイイズズ

２２．．費費用用及及びび期期間間

＊半切～四ツ切サイズ額装の場合；１点２.５万円～

＊キャンバス作品；F３０号～／１点６万円～

◎ 作品点数が多い場合、全体のご予算枠やその他ご希望に応じて割引等のご相談をさせていただきます。

３３．．作作品品のの選選定定

44．．作作品品選選定定かからら設設置置ままででのの流流れれ

① 事前に現地を下見し、作品やサイズ等の相談をさせていただきます。

② 壁面に掲示用の金具などがない場合は、事前に取付工事をお願いします。

③ 作品の掲示作業は当方でいたします。作品の入替・更新作業も同様です。

④ ご希望により天才アート作品展示の趣旨説明等のパネル設置もいたします（制作実費有償）。

⑤ お支払いは作品設営後の「納品書」「請求書」により２年分まとめてお願いします。

⑥ その他ご希望がございましたら何なりとご相談させていただきます。

55．．額額装装ににつついいてて

額装の選定等は掲示場所の状況等によりご提案、打合せさせていただきます。

６６．．作作品品のの取取扱扱いい

77．．おお問問いい合合わわせせ先先

NNPPOO法法人人障障碍碍者者芸芸術術推推進進研研究究機機構構～～愛愛称称「「天天才才アアーートトKKYYOOTTOO」」

〒603-8221 京都市北区紫野西舟岡町２　ふれあい共生館1階

　〈お問合わせ〉　E-mail； info@tensai-art.kyoto

　〈作品アーカイブ〉　http://tensai-art.kyoto/activity/archive_of_works/

展示場所については、直射日光のあたるところは避けてください。展示中は作品の安全・保存について日

常的にご留意をお願いします。なお異常が認められた場合は、すみやかにご連絡ください。当方で確認、対

処いたします。

    　　　　  天天才才アアーートトKKYYOOTTOOのの作作家家のの「「作作品品原原画画」」レレンンタタルル　　　　　　　　　　　　

特定非営利活動法人障碍者芸術推進研究機構は2011年8月設立後、東山区の元新道小学校に制作環境

の整った「新道アトリエ」を開設し、現在は「きた」と「東山」にアトリエを構えて障碍のある人のアート制作活動を

支援・推進してきました。今では、40名に及ぶ登録作家の豊かな才能と個性的な制作過程のもとで生まれた作

品は4,000点を超えており、美術関係者からも高く評価されています。この間、展覧会のほか作品アーカイブを

活用した商品制作や複製画販売などを通じてその魅力を社会に発信するとともに、収益を作家に還元しその経

済的自立にも貢献してまいりました。

当機構では、「日本の障碍者アートの魅力、芸術性をより広く社会に紹介するとともに、作家の経済的自立を

さらに進める」ために、「作品原画」のレンタル事業に取り組んでいます。

　原作品のサイズは、「八ッ切画用紙サイズ～50号キャンバスサイズ」となっています。

＊額装サイズ例；半切サイズ額／タテ約545㎜×ヨコ424㎜～50号サイズ額装／特注額サイズ1,200㎜×1,400㎜

1年で作品1点につき２.５万円より～（設置費込）です。

当機構のWebサイトの「作品アーカイブ」ページから、候補となる作品を選んでいただきます。候補の作品

が決まりましたら、該当する原作品をアトリエにて事前確認もしていただけます。「癒し」「かわいい」「面白

い」「季節感」などをテーマに当方にお任せいただくこともできます。その場合は現地を下見の上、ご展示の

コンセプトのご希望などをお聞きしご提案いたします。
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007755--335533--22552222  株株式式会会社社ププララニニ  
総合リスクコンサルタント 

おお客客様様にに寄寄りり添添いい、、  

安安心心とと安安全全ををおお届届けけししまますす  
吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

長
村
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
動
植
物
を
描
き
ま
す
。
鉛
筆
や

ク
レ
パ
ス
、
水
彩
絵
の
具
を
使
い
、
彼
の
手
に
よ
っ
て
即
興

的
に
描
き
出
さ
れ
た
生
き
物
た
ち
は
、
ど
れ
も
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
彼
が
魚
の
う
ろ
こ
や
植
物
の
葉
や
鳥

の
羽
を
描
く
時
、
反
復
さ
れ
た
形
状
を
好
み
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
躍
動
感
を
生
み
出
し
ま
す
。

本
作
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国

に
か
け
て
分
布
す
る
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
を
描
い
た
も
の
で
す
。

赤
い
ク
チ
バ
シ
と
体
か
ら
「
火
の
鳥
」
の
異
名
を
持
つ
鳥
で
す

が
、
鳥
で
あ
る
と
同
時
に
鮮
や
か
な
果
物
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
彼
の
絵
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
は
ど
こ
か
つ

な
が
っ
て
い
る
と
さ
え
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

２
０
１
９
年
の
終
わ
り
ご
ろ
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
拡
大
し
、

社
会
や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
３

年
と
少
し
が
経
過
し
、
収
束
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も
何
と
か

世
の
中
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
機
構
に
お
い
て
も
ア
ト
リ
エ
会
の
休
止
や
対
外
発
表
の
機

会
を
損
な
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動
を
制
限
さ
れ
ま
し
た

が
、
感
染
対
策
を
万
全
に
実
施
し
、
ま
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
大
き
な
問
題
も
な
く
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
日

常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
機
構
は
２
０
１
１
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
来
期
で
13
年

目
を
迎
え
ま
す
。
登
録
作
家
さ
ん
も
45
人
を
数
え
、
ま
す
ま

す
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
京
都
の
地

域
に
根
差
し
、
京
都
の
企
業
さ
ま
や
諸
団
体
さ
ま
の
支
援
や

助
成
を
受
け
な
が
ら
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
発
信
し

て
い
け
る
組
織
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

『アカショウビン』　長村 駿　Suguru Osamura　
1991年生　画用紙・ペン・水彩絵の具
271×381mm　2018年制作

■ 

会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
は
、
障
碍
の
あ
る
人
の

ア
ー
ト
創
作
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
作
品
を

創
る
環
境
を
整
え
、
作
品
を
ア
ー
カ
イ
ブ
（
記
録
・

保
存
）
し
、
作
品
を
商
品
化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

こ
と
…
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ト
を
勉
強
中
の
学
生
さ

ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会

人
の
皆
さ
ん
、
社
会
貢
献
に
興
味
の
あ
る
方
、
特

技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

■ 

会
報
広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
展
示
会
の
予
告
や

報
告
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
報
告
、
登
録

作
家
の
作
品
紹
介
や
ご
家
族
か
ら
の
寄
稿
文
、
関

連
す
る
ア
ー
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号
４
、０
０
０
部
で
、
会

員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な

ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
さ

ま
や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
～（
年
３
～
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

■ 
利
用
者
登
録
の
ご
案
内

　当
機
構
で
は
、
２
０
１
１
年
の
活
動
開
始
以
来
、

障
碍
の
あ
る
人
や
引
き
こ
も
り
者
の
芸
術
創
作
活

動
を
支
援
し
、
翌
年
か
ら
は
ア
ト
リ
エ
を
開
設
し

て
制
作
活
動
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、「
き
た
ア
ト
リ
エ
」

と
「
東
山
ア
ト
リ
エ
」
の
２
つ
の
拠
点
で
『
ア
ト

リ
エ
会
』
を
開
催
し
、
多
く
の
利
用
者
（=

登
録

作
家
）
に
よ
り
日
々
新
た
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
ア
ト
リ
エ
会
』
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
利
用
者
登
録
が
必
要
で
、
事
前
に
作
品
や
面

談
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。
随
時
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
後
は
、
毎
年
度
末
に
翌

年
度
の
作
家
登
録
説
明
会
を
実
施
し
、
登
録
を
更

新
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

2023年度作家登録説明会の様子


